
 大木充教授は、長年に渡り、日本のフランス語教育に多大な貢献をされ 

ました。京都大学をはじめ日本の各地の大学で使われている Web 教材 

「グラメール アクテイーブ」は大木教授が中心になって制作されたもので 

す。先生の研究の中心は、外国語教育学で、常に新しい考えを取り入れ 

ながら学会を牽引する役割を果たされました。 

              最終講義では、上記の演題のほか、外国語教育の  

              研究のあり方「タコツボからの脱出」についてもお話 

              になる予定です。 

                           

日時：2012.1.27 (金) 16:30 - 18:00 
場所：京都大学   

 総合人間学部棟  

 3階 1 3 0 6講義室  

 

演題：  

１ 『ヨーロッパ言語共通参照枠』 ( C E F R )と動機づけ     

２ 『ヨーロッパ言語共通参照枠』 ( C E F R )と自律学習    

３ 『ヨーロッパ言語共通参照枠』 ( C E F R )とポートフォリオ  

退職教員最終講義 
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